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ったが、獲得代議員数では 332 対 206 で共和党ロムニー候補に圧勝した。勝因としてはアフリカ系
の 93％、ヒスパニック・ラティーノ系の 71％などマイノリティーの支持を固めたことが挙げられる。
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 他方、共和党陣営も 2010 年中間選挙勝利の原動力であったティーパーティが、予備選挙の段階で
はストップ・ロムニー・キャンペーンを展開し、本選でも従来のような過激な選挙キャンペーンは影


































 具体的経過としては、前史として 2011 年 5 月 12 日から 6 月にかけてブルームバーグＮＹ市長の
教職員 4000 人レイオフを盛り込んだ予算法案に対し、1000 人を超える教職員やアクティビストが抗
議運動を展開し、市庁舎周辺に泊り込むなどの行動が為された。こうした機運の中で 7 月 13 日に、
カナダの消費者運動機関誌アドバスターズがネット上で「9 月 17 日にウォール街を占拠せよ」との
呼びかけを発信し、8 月 2 日に準備会合が開かれることになった。準備会合ではワーカーズ・ワール
ド・パーティなどの左翼党派が旧態然たる指導者の演説と統制されたデモを主張したが、アナーキス
トや運動未経験の若者たちがこれに反発し、勝手に上下関係のない水平的なゼネラル・アッセンブリ
ーを開いてその後の流れを決定づけたとされている。そして 9 月 17 日には当初予定していたチェー
スマンハッタン広場が閉鎖されていたため、ズコッティーパークの占拠が敢行された。（2）  
 9 月 28 日、ＮＹ市の地下鉄・バス組合が支援を決定すると、10 月からはテント村の定着、ブルッ
クリン橋でデモ隊 700 人の逮捕など全米や世界から注目される事件が続発した。10 月 5 日にはＮＹ
市の主要組合や地域の社会運動が賛同し、1 万 5000 人と最大規模のデモが展開された。こうした潮
流を受けて 10 月 16 日にはオバマが支持表明、11 月 2 日にはサンフランシスコのオークランドでゼ
ネストが展開されるなど運動は全米に広がった。 
11 月 15 日、ＮＹ市警は急遽テント村を撤去し、人々を強制排除するなどの行動に出たが、11 月
17 日には 1 万人のデモでこれに応えるなど活動は止まず、他の占拠場所を模索するなどの動きが続
いている。またＮＹの影響を受けた全米各地で同様の占拠運動が継続している。 
ウォール街占拠運動の特徴は直接民主主義的な運営方法と、直接行動に関する思想にある。ゼネラ






















 2010 年の中間選挙で、共和党は 242 議席を獲得し下院の多数を奪還した。共和党躍進の原動力と
なったのが草の根保守ティーパーティ運動である。（4）  






2009 年 2 月 19 日である。CNBC の株式解説者であるリック・サンテリは、住宅ローンの債務者を
救済するためオバマ政権が 2750 億ドルの支出を法案化したことに激怒し、「負け犬の借金をなぜ税で
肩代わりしなければならないのか」とシカゴ・ティーパーティの開催を呼びかけた。こうした文脈の












2010 年 1 月 20 日にはエドワード・ケネディ没後のマサチュセッツ上院補選で無名のスコット・ブラ







さらに 11 万 5311 人の会員を擁する全国最大組織「ティーパーティ・パトリオッツ」は「建国の父祖
たち」への敬意とともに、過度に私有財産制を重視する政治信条を持ち、連邦の所得税徴収権を定め
た修正第 16 条の廃止を求めている。（6） 
 ティーパーティはオバマ批判のみならず、本来の保守から逸脱し歳出拡大を続けたブッシュ政権や
共和党執行部への批判を繰り返し、影響力を拡大してきた。ミシェル・バックマンを代表として 2010



















ボカシー・グループ（billionaire－backed freemarket adovocacy group）の複合体を形成している。
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民間労働組合の組織率が 6・9％と低迷する状況下で、官公労が 36・2％の組織率を維持し 762 万
人の組合員を擁していることが、共和党保守派やティーパーティには脅威と映り、民主党の堅固な支
持基盤でもある官公労の攻撃が開始されたのである。（9）  






2 月 15 日には両院の公聴会で 17 時間にわたり法案への抗議が行われ、翌 16 日には州議事堂に 3
万人が結集すると同時に、教員組合の職場放棄によって公立学校が休校となった。17 日には州議会
上院の民主党議員が採決を阻止するため州外へ退去するなど抗議の動きは過激になり、19 日には 7
万人、26 日には 10 万人が議事堂前の集会に参加した。3 月 3 日に裁判所が州議事堂への泊り込みを
禁止する法令を出すまで 17 日間にわたってウィスコンシン州議会占拠は継続されたのである。 
法案は 3 月 9 日に民主党欠席のもと上院では 18 対 1 で可決され、翌 10 日にも 53 対 42 で下院を
通過し成立してしまった。他方 11 月 15 日にはウォーカー知事へのボイコット運動が開始され、100
万人を超えるリコールの署名が 2012 年 1 月 17 日までに集められた。（選管発表の有効数は 92 万人）





第二章 サプライズなき 2012 年大統領選挙とその背景 
 
 2012 年の大統領選挙は現職のオバマが再選を果たした。事前の接戦という予想に反し、獲得代議
員数では 332 対 206 の圧勝を収めた。2008 年のような期待や追い風はなく、フロリダ 29、オハイオ
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18 など接戦州の 89 議席を獲得する選挙戦術が大きな勝因だったといえるだろう。またアフリカ系の
93％、ヒスパニック・ラティーノ系の 71％などマイノリティの票を固め、女性の 55％、29 歳以下の







 2010 年の米国国勢調査でヒスパニック・ラティーノ系人口は 5047 万 7594 人とされ、全米 3 億
874 万 5538 人の 16・3％を占めるに至っている。前回 2000 年の調査と比較して総人口の伸び率が
９・７％であるのに対し、ヒスパニック・ラティーノ系の人口増加は 43％と飛躍的高まりをみせて
いる。選挙権を持つヒスパニック・ラティーノ系人口も、2400 万人を占め有権者の 10％に及ぶ。ニ
ューヨークでは 817 万 513 人の総人口中 233 万 6070 人を占め、ロサンゼルスでも 379 万 2621 人中
















































 共和党大会は 2012 年 8 月 27 日から 30 日までフロリダ州タンパで開催された。ハリケーン・アイ
ザックの直撃で大会初日は中止となり、街は市民が避難したためほぼ無人状態、警官隊とマスコミ・
共和党代議員のみの異様な光景が展開されていた。また共和党の主力である南部諸州の代議員も地元
の被災に対応するため大会を欠席せざるを得なかった。警官隊は 1 万 5000 人のプロテスターを予想






































図表 1 「ロムニーよ、お前こそが 1％だ」 
タンパにて共和党大会への抗議行動に参加する筆者 
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20 州の代議員 243 人、共和党が 24 州の代議員 206 人を確保していた。勝敗の行方はフロリダ 29、









アイフォー・コリドーと呼ばれる国道 I-4 回廊周辺が勝敗の分岐点とされている。2012 年選挙では
マルコ・ルビオ上院議員らラティーノ・リパブリカンのアウトリーチにもかかわらず有権者の 17％
を占める彼らは 60％がオバマを支持しロムニー支持の 39％を大きく上回った。州全体の得票率をみ







図表 3  
オバマのヒスパニック・ラティーノ・アウトリーチ 
（2012 ELECTION Eve Poll より） 
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3％を占めるにとどまっており、今回も 52 対 42 でオバマ支持が上回ったものの、むしろ自動車産業
の救済やシェールガスの成功が雇用を生み出したことが現職有利に働いた。失業率は全米平均 7・8％
に対して 7％と幾分安定している。選挙結果も 50 対 48 で僅差ながらオバマが勝利した。 




（2012 ELECTION Eve Poll より） 
図表 5 
ヒスパニック・ラティーノ系が有利な各州でのオバマ対 
ロムニーの支持率比較（2012 ELECTION Eve Poll より） 
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8 万人、ベトナム系 6 万人、などアジア系住民の増加が接戦をもたらしている。今回の選挙では有権
者の 70％を占める白人はオバマ 37 対ロムニー61 だったが、有権者の 20％を占めるアフリカ系はオ
バマ 93 対ロムニー6、有権者の 5％を占めるヒスパニック・ラティーノ系はオバマ 64 対ロムニー33、
有権者の 3％を占めるアジア系はオバマ 66 対ロムニー32 という結果に終わった。全体の得票も 51
対 48 の僅差ながらオバマが勝利した。 
 その他の接戦州についても、ウィスコンシンが 53 対 46、コロラドが 51 対 47、アイオワが 52 対






















選んだに過ぎない。下院の議席は共和党が 234 議席と 8 議席減らしはしたものの民主党の 201 議席
を大きく上回っている。分割政府の状態のままアメリカ政治の機能不全は解消されてはいない。財政














年 8 月 20 日、社会運動ユニオニズム研究会、「直接行動で世界を変える①ウォー街占拠運動の展開と現在」） 
（2） ウォール街占拠運動の具体的展開については、一橋大学フェアレーバー研究所高須裕彦氏の調査資料に依
拠した。（2012 年 2 月４日、社会運動ユニオニズム研究会配布資料） 
（3） ゼネラル・アッセンブリー、スポーク・カウンシルについてはアメリカの社会運動に詳しいマット・ノイ
ズ氏の示唆を受けた。（2012 年 6 月 9 日、社会運動ユニオニズム研究会による模擬演習および配布資料） 
（4） 2010 年の米国中間選挙については、高橋善隆 2011「米国政治における分割政府時代の中間選挙」『跡見学
園人文学フォーラム』第 9 号を参照．） 
（5） ティーパーティに関する近年の研究書としては、Skocpol.T&Williamson.V(2012) 
The Tea Party and theRemaking of Republican Conservatism．Oxford University Press.NewYork. を参照． 
（6） ティーパーティの類型については Institute for Research&Education on HumanRight,eds、Tea Party 













ックラッシュについては、高橋善隆(2012)「交錯する 2 つの潮流 －アメリカ政治における人口構成の変化
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（19）各州の動向・分析については CQWEEKLY，2012 Democratic Convention Guide With State-by-State 
Election Outlooks.September3.2012.など多くの資料を参考にした． 
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